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論文　角型 鋼管横拘束超高強度 RC 柱 の 曲げ性状 に 関 す る 実験的研 究
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要 旨 ： 幅厚 比 が 28へ83 の 角形鋼管 （内幅 250nUl1）に よ り横拘束され た 超高強度鉄筋 コ ン ク リー

ト柱 （コ ン ク リ
ー トの 設計 強度 100MPa ）に つ い て ．一

定軸 力 下 に お け る 曲げ実験 を 行 い ，鋼管

の 幅厚比 が鋼 管横拘束 RC 柱 の 終局 曲 げ性状に 及 ぼす影響 を調 べ た ．そ の 結果，軸力比 O．3 以

上 の 高軸力を受 け る 鋼管横拘束超高強度 RC 柱 に 充分な曲げ変形能を確保す る に は 幅厚比 43以

下 の 角形 鋼管 を使 用す る 必要 が ある こ と と，柱 が 終局 曲げ耐力 に 達す ろ 時 の 断 面圧 縮縁 コ ン ク

リ
ー

トの 終局 ひ ずみ は 柱に作用 して い る軸力 の 大 きさの 影響をあま り受けず．鋼管の拘束度合

い に ほ ぼ線形 比 例 して 上昇 して い く こ とな ど が 明らか に なっ た 。
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ー

ド ： 角形鋼管，拘束超高強度 コ ン ク リ
ー

ト柱．終局 曲げ耐力，終局 曲率 終局 ひずみ

　 1 ．は じめ に

　非常に 短 い 柱 を別 とすれ ば，鉄筋 コ ン ク リ
ー ト

柱 （以 下RC 柱 と 称 す ） の 耐 震性能 は 基本的 に 柱

の 曲げ 圧 縮性状 に よ り支配 され る．そ の た め，柱

の 曲げ性状を究明す る こ とは柱 の 耐震性能を適切

に評 価す る うえ で 重要 な課 題 で あ る．

　著者等は これ ま で に，設計強度 40MPa 以 上 の

高強度 コ ン ク リー トを用 い た RC 柱の 曲げ変形能

力を確保す るための 方法 と して ，角形鋼管を用 い

る鋼管横拘束法を考案 し ， 設計強度 60MPa の 高

強度 RC 柱 に つ い て ，角形鋼管の 板厚 が 柱 の 曲げ

圧 縮性 状 に 及 ぼす 影 響を実験的 に 調 べ て きた
L2 ｝

。

そ の 結果，以 下 の こ とが 明 らか に な っ た。

　 1）設 計強度 60MPa 級 の 高強度 RC 柱 に充分な

　　 曲げ変形能 力をもた らすには．軸力比 n＝0．3

　　 の 軸 力を受 け る場合 は 幅厚 比 B／t＝82 程度 の

　　 鋼管を用 い れ ば良い が．軸力比 n ＝0、5 と高

　　 い 軸力を受け る 場合 は B ／t； 61 以 下 の 角形鋼

　　 管を 使 用 す る 必 要 が あ る、．

　2） 角形鋼管横拘束 RC 柱 の 曲げ耐力時に お け

　　 る 終局 ひ ず み F．．m は
一．

定値 で はな く，鋼管 に

　 　 k る 拘束度 合 い に ほ ぼ線形 比 例 して 大 き く

　　 な っ て 行 ぐ、．ま た，柱に 作用す る軸力は ε
、，n

　　 に あま り影響を及ぼ さな い
、

　本研究 で は，文献 1 と 2 で 述 べ た 研 究 の 続 き と

して ．角形鋼管 に よ り拘束 され た 100MPa 級 の 超

高強度 RC 柱に っ い て ．一．
定軸力 下 に おけ る曲げ

実験を行 っ た t．／本研究 の 主な 目的は．角形鋼 管 の

幅厚比 と拘束超高強度 RC 柱 の 終局 曲げ性状 （終

局曲げ耐力．曲げ耐 力時曲率．お よび 終局 ひ ず み

な ど ） と の 相関関係 を定量的 に 評価す るた め の 実

験デ
ー

タを得 る こ とであ る．

　また ．IOOMPa 　，w の 超高強度 コ ン ク リ
ー

トを用

い た 柱 に 適 用 で き．か っ 鋼管 に よ る 拘束効果 が 考

慮 で き る，角形鋼管横拘 束 RC 柱 の 終局 曲げ性 状

を簡便に 求 め る ため の 計算方法 を提案 し、実験 結

果 との 比 較 によ り提案手法 の 妥当性 の 検討も行 う、

　 2 ，実験概要

　2．1 試験体

　試験体 は 内幅 250nllnの 角形鋼 管に よ り拘束 さ

れ た ，高 さ 750iUinの 正 方 形 断 面 柱 で あ る ．各試

験体に 12 本 の DB 異形 鉄 筋を断 面 周 辺 に 沿 っ て

均等 に 配置 し，主筋比は 2．44％ とな っ て い る　 コ

ン ク リートの 圧縮強度 （設 言卜強度 FC≡100MPa）お

kぴ主筋 の 降伏強度 （Fys≡342MPa ）を
一

定 と した

試験体 の 断面 詳細お kび概 要をそれぞれ Fig．1 と

Table　1 に示 す

＊1　九 州 大学助教授　大学院人 問環境学研 究科　工 学博 ± （正 会員）

＊2　九 州大学教授　大 学院人間環境学 研 究 科　工 学博 士 （正 会 員 ）
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Table　l　 Outlines　of　test　columns

鋼 　 管 軸　 力

試 験 体 名 P ／1 ．ん

（MPa ）

N

（“ ）

　 　 　 n

（NIAc茸c ）

BST32Fi  OM183304599 0．［

BsT32F100M3B3304179903

BST60Fl  OM34330517990 ．3

BSTgDF100M3282791799D3

BST90F100M52927928500 ，5

試 験 体 名 凡 例 ： B ： 荷重 種類 （B ：曲 げ，G ：圧 縮）

B　S　132　EIQQ　M2 　 S； 断面形状 （S
．正 方 形，　 etc ）

　 　 　 　 　 　T32 ： 公称 板 厚 （T32： t；3、2mm ，　 etc ）

　　 　　　 FlOO ．コンクJ−．ト設計 強度 （FIOO 　 100MPa ）

　　 　　　　M3 ・軸 力 比 （3 ：0．3．　 etc ）

Table　2　Mechanical 　properties　ofsteels

呼名

実測

板厚

（mm ）

降伏 点

　tl
，

（MPa ）

降伏 点

　へ・

（％）

ヤング

係数

（GPa ）

伸 び 率

　 φ

（％）

’
r323 ．1304022222390
rl1606

、13050 ．16194287

T9D9 ．52790 、王6190 】94

D13 一 3420 ．1720522 、3

　実験変数 は、角形鋼管 の 幅厚比 と柱に作用す る

軸力 の 大き さの 2 っ で ある 。 鋼管 の 幅厚比 は，28、

43 と 83 の 3 種類 で あ る．軸力 比 で表 した 軸力の

大 きさは ， O．1， 0．：3 と 0、5 の 3 種類 で あ るt−．また，

横拘束 用鋼管 は 実験室 で 製作 し た も の で ，そ の 製

作過程は次 の 通 りで ある．まず 目標板厚 を有す る

平板か ら鉄板を切 り出して ，そ れを内幅 250mm の

L 型 に成形 し た 後，継ぎ目 を溶接 して製作 した。

平板の 力学的性 質を主筋 の それ と合わせ て Table2

に 示す

　鋼管 に は 曲げお よび軸力 によ る 軸方向応力 を直

接負担させ な い た め，試験体上 下 部の エ ン ドブ レ

ー
トと鋼管 の 問 に 1。  の ク リア ラ ン ス を設け た ，

ま た 著 者 らの 既往 の 研 究
1）
にお い て 明 らか に な っ

た ．曲げ変形 が 大 きくな ろ に つ れ横拘束材 と し て

の 鋼管が柱の 中央部に お い て直接曲げ応力を負担

す ろ ようにな る現象を避 けるた めに，本実験 で は，

試験体 の 中央 に お い て も鋼 管 の 問 に 10mln の 隙 問

を設けた ．

宀
二 l　 ll

　 l〔　
O邑 l　 Il

　 ll

　 l一
二 l　 lI

　 ll
　 l

CO I　 l
m l　 ll

　 l

■｛｝一 ■
9

25 25

　　　　　　　　　　　　Long．　Bars

　　　　　　　　　　　　　論
　　　　　　　　　　 　 Welding　　 End 　Plate

　　　　　　　　　　 　 （All　dinlellsiolls　in　llHll）

Fig．1　 Details　of　test　specimens

　 コ ン ク リ
ー トは設計強度 100MPa の 超高強度 レ

デ ィ ミ ッ ク ス コ ン ク リー トを使用 した ．コ ン ク リ

ー
トに使 用 し た セ メ ン トは普通 ホ ル ラ ン ドセ メ ン

トで，粗骨材 に は最大粒径 20mm の 砕 石を，混和

材に は シ リカ フ ユー
ム を使用 した．実験材令 時 で

の コ ン ク リー
トシ リン ダー

強度を 主 な 実 験お k び

計算結果 と合わ せ て Table　3 に 示す．．

　2．2　加力および測定方法

　加 力 お よ び測定は参考文献 2 で 述 べ た 方法を用

い て 行 っ た．、すなわ ち．5MN の 油圧 試験機 に よ り

所定軸力を加 えて か ら，試験体 上 下 に 取 り付け ら

れ た 加 カ ビ
’一ム を 油圧 ジ ャ ッ キ で 押す こ と に よ っ

て 単調 曲げモ
ー

メ ン トを載荷 した．．曲げ モ
ー

メ ン

トの 載荷過程に お い て は ．油圧 ジ ャ ッ キ に よる 付

加軸力 （P ） を相殺す る た め 油 圧 試験 機 の 載荷 軸

力 （Q ）を調整 し て 試験 体 に 加わ る軸 力 （N 犀Q

十 P ） が 一定になる よ うに した．

　 また，軸 力 の 初期偏芯 の 影響を調 べ ろ ため．断

血内幅 で 無次元化 され た 曲率φP が 〔）．OO　15rad と な

る ま で 正 負 交番 の 繰 り返 し曲げモ
ー

メ ン ト （1 サ

イ ク ル の み ） を 加 え て か ら，正 方向 に 油 圧 ジ ャ ッ

キ ス トロ
ー

ク の 容量
一

杯 まで 単調 曲げ モ
ー

メ ン ト

を加 えだ．

　試験体中央部分 （検長 500mm ） の 平均 曲率 は ．

試験体に 埋 め 込 ん だボ ル トに 固定 した 測定用 フ レ

ーム に取 り付 け られ た 2 個 の 変位 計 に よ り測定 し

た 　 また，　 ．
定軸力 に k る 付 加 曲 げ モ

ー
メ ン トを
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Table　3　Pnmary 　expe 両menta ［and　calculated 　results

試 験体 名 実験結果 計算結果∬

（MPa） φDm ．e，｝ ε皿 嶋 凶 o φDm 田 ho ε
囗11

旧 tio

BST32FlOOM1 128．02460 ．％ ll7．91 ．092 ．咽 1   1o ，→11 ．｝4

BS
「
1132FlOOM3 192．90 ．7ア 0．託 194．90 ．〜叫 LO2 075 D．41 【）．8呂

BS
『
1
’
60FIOOM395219261 ．360 ．剄 200、1 〔｝〜め 1．46 093  ．55o ．98

BST9  FIOOM3 207．72 ．7Zo ．男 208．90 ．男 2、42 1、12 1）82L21

BST90F100M5 2卸、72 ．76O 、972514 〔，．曳 1．57 L76 0．繿21 、13

注 ： f。
’＝実験時 材令 の コ ン ク リートシ リン ダー

強度

　 φ1）．、，X，
＝M ．、p 時 曲率 （0・01・ad ）

　 M 、、Ul＝最大 曲 げ モ
ー

メ ン トの 計算結果 （kN −m ）

M ，
Ψ

＝最 大 曲げモ
ー

メ ン トの 実験 結 果 （kN −m ）

ε
tm．esp 　

＝
　M ，xp 時 断 面 圧 縮 縁 の ひ ず み （％ ）

ratio ≡実験結果 〆 計算結 果

求 め るた め に 必 要な，試験 体中央断 面 に お け る 蒲

鉾形球座 の 回転 中心 を結ぶ 線か ら の 水 平変位 を，

回転 中心 を基準点と す る 測定 フ レ
ー

ム に より計測

した 、、また ，主筋お よび 鋼管表面 の ひ ずみ をひ ず

み ゲ
ージ に よ り測定 した、

　3 ．実験結果

　3．1 主な実験結果

　各試験体の 終局曲げ1耐力．曲げ耐力時曲率 （コ

ン ク リ
ー

ト断面せ い で 無次 元化 され て い る），お よ

び 曲げ耐力時にお け る曲率検長間の 断面 圧縮縁 平

均 ひ ず み （以 下t 終局ひ ずみ と称す） の 実験結果

を Table　3 に 示 す c
　 Table　3 に 示 され て い る 計算結

果 の 算定方法 に っ い て は第 4 節 で 述べ る。

　Table　3 より分かる よ うに，同 じ軸力を受ける試

験体 にお い て は ．柱 の 終 局曲げ耐力 と耐力時曲率

は 角形鋼管 の 幅厚 比 が 小 さ く な る に っ れ て 大 き く

な る ttまた．曲げ耐力時 の 終局 ひずみ ε
，。、

に 関 して

は，い ずれ の 試験体 に お い て もそ の 実験値 が ACi

規準で 推奨 され て い る O．3％ と い う
一

定値を上回

っ た。 こ れ は 角形鋼管 の 拘束効果 に よ るもの と 思

われ る、

　また．Fig．2 か ら明かなよ うに，終局 ひずみ ε
，m

の 実験結果 は，鋼管 に よ る 拘束度合 い を表す ハ ラ

メ
ー

タ
ー

で あ る拘束 コ ン ク リー トの 強度上 昇率 K

の 値 にほ ぼ線 形 比 例 して 大 きくな っ て い くが，軸

力の 変化 に よ る影響 を あ ま り受 け ない 。なお．角

形 鋼管横拘束 コ ン ク リ
ー

トの 強度上 昇率 K の 計算

方法 に つ い て は第4 節を参照された い
。

（・
琶
肩
邸
』

栃

8
帽

日

三
⊃

1．512

O．90

．60

．301

　　　　　　 1．l　　　　　 l、2　　　　　 13 　　　　　 1A

　　　 Strength　enhancement 　ratio 　K

Fig．2 　Experimental 　ultimate 　strain

　3．2　曲げモ
ーメ ン F一曲率関係の 実験結果

　各試験体 の 曲げ モ
ー

メ ン ト
…

曲率関係 の 実験結

果 を Fig．3 に 示 飢 Fig．3 中の 曲率 は柱断 面の 内法

せ い D で 無次 元 化 され た もの で あ る ， な お ，試験

体 BST90F100M5 に お い て は．曲率φD が 0．028

rad 前後 に な っ た 時点 で 試 験 体 L部 検長範囲外 の

部 分 が コ ン ク リ
ー

トの ブ リ
ージ ン グ現象に 起 因 し

た 早期破壊 が 観察され ，検長範 囲内 で の 曲率 も計

測不能に な り，こ の 時点 で 曲げモ
ーメ ン トの 載荷

を中 止 した 。

　　Fig．3 より，角形鋼管に よ り横拘束され た圧縮

強度 100MPa 級 の コ ン ク リ
ー

トを用 い た RC 柱の

曲げ圧縮性状 につ い て，以下 の こ と が分か る、
＝

　 1）軸力比 n ＝ 0．1 と 低い 軸力を受 け る場合 は．幅

　　 厚 比 B！t，＝83 程度 の 比 較的薄 肉 の 鋼 管 を用 い

　　 て も，柱 に 充分 な曲げ 変形能 力が 確保で き る 、

　2）軸力比 が 0．3 に な る と、柱 に高い 曲げ変形能

　　 力を もた らす た め には．B／t＝43 以 下 の 厚 肉

　　 角形鋼管の使用が必要 となる．、
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　3．3 鋼管表面 の ひずみ 状況

　Fig．4 に は ，試 験 体 中 央 に お け る．鋼管 圧 縮 フ ラ

ン ジ表 面 の ひずみ の 測定例 を示 す 、．Fig．4 中 の 実線

と
一
点鎖線は それぞれ鋼管表面 の フ

ー
フ
．
方向ひ ず

み と軸方向 ひ ず み を表 して い る。Fig．4 よ り分 か る

ように，鋼管表面 の フ
ープ 方向ひ ずみ は 軸方向ひ

ず み よりは る か に 大き く，フ
ー

ブ 方向 ひ ず み と軸

方向 ひずみ の 比 率 の 絶対値は 凡 そ 2．5〜4．0の 問に

あ る ．こ の こ とは 角形鋼 管 が 主に横拘束材 と して

働 い て い た こ と を 示 唆 して い る、

　 4 ，終局曲 げ性状 の 簡便評価法

　 RC 柱 の 終局曲げ性状 の 算定は
．
般 に柱断 面 の

軸力 と終局曲 げモ
ー

メ ン トとの 相関関係 および 軸

力 と終局 曲率 と の 相関関係 （以 下 N −M ・φ相関関係

と 略す） の 計算に 帰結す る．．本節 で は．角形鋼管

（
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Fig．3　（Continue）
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Fig，4　Example 　of　strains 　on 　thetube’s 　surface

の 拘束効果 が 考慮で き る，角形鋼管横拘束高強度

RC 柱 の 終局 N ・M ・φ相 関関係 を簡便に求め ろ ため

の 方法 を提示 し，そ の 妥 当性 を検証す る t／

　 4．1　 角形鋼 管 に よる拘束効果 の 評価

　著者 等は こ れ ま で に 角形 鋼管 を含 め る 直線型横

拘 朿材 が コ ン ク リ
ー

トに
ej．える拘束効 果を．拘束

コ ン ク リ
ー

トの 強度 ヒ昇率 K （拘束 コ ン ク リ
ー

ト

強度f，e

．
と無拘束 コ ン ク リ

ー
ト強度．f， の 比 ）を もっ

て 評価 して きた
：3＋

．．．文献 3 に よれば，角形鋼 管 に

よ り横拘束 され た コ ン ク リ
ー

トの 強度 上 昇率 K は

式 （D に k り求 め ろ こ と が で き る
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　　　κ十 1・ 46認   会 （1）

こ こ で，B と t はそれぞれ角形鋼管 の 外幅 と 板厚，

C は鋼管辺 の 有効横支持長 さ （Fig、5 を参照 ），　f，

は 鋼管 の 降伏 点応力 ，．teは コ ン ク リー トの シ リ ン

ダ
ー

強度 で あ る、．

　Fig．6 は 本論 で 述 べ た実験 の 材 料定数を式（1）に

代入 して 求め た 強度上昇率 K の 計算結果 を示す．

幅厚 比 43 以上 の 角形鋼管は超高強度 コ ン ク リ
ー

トへ の 拘束効果 が 非 常に低い こ と と ， 鋼管 内部 に

ス チ フ ナ を 取 りっ けれ ば 角形 鋼 管 の 拘 束効果 を飛

躍 的 に 向上 させ 得 る こ と な どが 分 か 翫

4，2 終局 N−MO 相関関係の 計算仮定と手順

　角形鋼管横拘束 RC 柱 の 終 局 N −MO 相関関係 を

以 下 の 仮定 に基づ き簡便に 求 め る こ とが で きる。

　1） 平面保持 の仮定

　2） 鉄 筋は完全弾塑性材料とす る

　3） コ ン ク リ
ー

トは引張応力を負担 しない

　4） 断面圧 縮側 コ ン ク リ
ー

トが 負担す る 軸 力 と

　　　曲 げモ
ー

メ ン トは Rg ．7 に 示 す等価応力ブ

　　　ロ ッ ク に よ り算定す る，．

　なお．Fig．7 に示 され て い る等価応カ ブ ロ ヅ クは．

著者等が文献 4 で 直線型横拘 束材 に よ り拘束され

た コ ン ク リ
ー トを対象 に 提案 した もの で あ る。こ

の 等価応力 ブ ロ ッ ク を決 め る パ ラ メ
ー

タ
ー

で あ る

終局 ひ ずみ ε
。．
お よび形状係 数α とβは，次の よ うに

求 め る こ とが で きる ％

llコ 瞬

舞
一L375 ・ 一 一・・   2K

−4

〔
f。

’

42〕
・ ・… 2・… 1… 一

。器 ，〔告〕
…一・・・・… 一 一遥咢墨，〔

f。

’

42〕

（2）

（3）

 

こ こ で。ε，。は拘束 コ ン ク リ
ー

トの 強度 時ひずみ で

あ り，式 （5）に より求まる．t

E
・ ・

一蝋 ・
V4

・1・ ’

仁蜘 1、5、寿1檬…

　上 記仮 定 に 基 づ く．角形鋼 管横拘束 RC 柱 の 終

局 N −M 一
φ相関関係 の 算定手順 は以 下の 通 りで あ る ．

←勾 　　←璃
ノ勲 丶 1101effecI 跏vely 　cOllfill巳d　concrctc

Fig，5　Confinement　by　square 　steel　tube
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Fig．7　1dealization　of　the　equivalent 　Stress 　block

1）鋼 管 の 詳細と コ ン ク リー トの 圧縮 強度 を式

　 （D に 代入 して 拘束 コ ン ク リー トの 強度 上昇

　 率K の 値を求 め て か ら．式 （2）と 式 （5＞に よ り

　 終局 ひ ずみ   を 計算す る 、、

2）式 （3）と式 （4）を用 い て 等価応カブ ロ ッ ク の

　 形状係数α と βを算定す る

3） 断 面 中立軸深 さ，V に 初期値を与える

4） 主筋 の ひずみ お よ び応力を仮定 D と 2）に よ

　 り計算す る．．

5） 与 え られ た ，Y に対応す る 軸力 ．駄 終局モ
ーメ

　 ン ト 肱 ，お よ び 終 局 曲率φ．ρ を式 （  〜式
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（8）で 計算す る。

　 　 　 　 　 　 ns

i
・v　＝ 　aKf

，
・
’
B・Y ＋ Σ〆lsr‘4sr

　 　 　 　 　 　 ’＝1

鳩 ・ ゆ ・〔書一周
・書鰐

一・
・ ）

　　　 eC
」nDip。 ，

　D　＝

　 　 　 ，Y

〔6｝

の

（8）

　 こ こ で．馬 と呑は そ れぞれ各列鉄筋 の 断 面

　 積 と応 力，h。，は 各列 鉄 筋 の 重 心 か ら断面圧

　 縮縁 ま で の 距離，11。は 鉄筋 の 列数 で あ る 。

6） 中立軸深 さ ∬ を ：コ ン ク リ
ー

ト断面 せ い D と

　 な る よで 漸増 させ ，step 　4）〜step 　5）の 計算

　 を繰 り返す。

4．3　実験結果 との 比較

　本論第 3 節で 述 べ た実験結果を用 い て ，本節で

提 示 した簡便計算法 の 妥 当性を検証 し た 結果を 主

な実験結果 と と もに Table　3 に 示 す．．

　 Table　3 に示す比 較結果か ら分る よ うに，本論 で

示 した 簡便計算法は，角形鋼管横拘束超 高強度 R

C 柱 の 終局曲げ耐力を精度良く評価す る こ とが で

きる。終局曲げ耐 力 の 実験値 と計算値 との 比 は ，

0．94− 1．08 の 間 にあ り．平均値 が 0．98 で．標準偏

差が 0．06 と な っ て い る．、

　
一

方，曲げ耐力 時 曲 率 お よ び 拘束 コ ン ク リ
ー

ト

の 終局 ひ ず み に関 して は，計 算結果 は 実験値を平

均 で そ れ ぞ れ 12％ と 13％低 く評価 して お り，実験

値 と計算値 との 比 の ぱ らつ きも曲げ耐力 の そ れ よ

り も大 きい が 、終局変形 が 柱 の 接線曲げ剛性が セ

ロ になる近傍 に位 置 し，そ の 測定結果にば らっ き

が生 じやすい こ と を考え る と，Table　3 に示す程度

の ば らっ きは 許容 で き る もの で ，計算値は 実験結

果 の 下限値を適 切 に 評価 で き て い る と 言 え る。

　 5 ，結論

　角形鋼管に より横拘束された FC＝100MPa級 の超

高強度 RC 柱 の
．一・
淀 軸力 下 に お け る 曲げ実験を行

い ．鋼管の 板厚 が 拘束柱 の 終局 曲げ性 状に及 ぼす

影響 につ い て 調べ た結果，以下 の こ とが分か っ た、

　ユ〉 軸力比 ！1＝0．1 の 軸力を受 け る 柱 に 充分 な 曲

　　 げ 変形能 力をもた らす に は幅厚比 B！t＝ 83

　　 程度 の 比 較的薄肉 の 鋼 管 を 用 い て も k い が ．

　　 軸力 比 n
−0．3 以 上 に な る と．B／t・・43 程度 以

　　 下 の 角形鋼 管を使用す る 必要があ る．

　2） 拘束 コ ン ク リートの 終局 ひ ずみ は，一
定値

　　 で はな く，角形鋼管に k る拘束度合 い の 上

　　 昇に ほ ぼ線形比例 して 大 きくな っ て 行 くが，

　　 軸力 の 大き さの 影響をあ ま り受 けない ．．

　3） 本 論で 示 し た 簡便算定法 を 用 い れ ば ．角形

　　 鋼管 に よ り横拘束 され た FC ＝tOOMPa 級 の

　　 超 高強度 RC 柱 の 終局曲げ性状を適切 に 評

　　 価す る こ と が で きる、．
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